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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、神経変性疾患の発症に関与すると考えられているシヌクレインファミリータンパク質のメンバーをコードしています。この遺伝子の変異は、乳がんの発生にも関連付けられています。[RefSeq提供、2010年1月],疾患：まれな神経軸索ジストロフィーである脳鉄蓄積1型（NBIA1、ハレルフォルデン・スパッツ症候群とも呼ばれる）は、組織学的には軸索スフェロイド、鉄沈着、レビー小体（LB）様神経細胞内封入体、グリア封入体、神経原線維変化を特徴とします。SNCGはスフェロイド中に認められますが、封入体中には認められません。,機能：神経フィラメントネットワークの完全性に関与しています。発達期および成体において、軸索構造の調節に関与している可能性があります。in vitroでは、カルシウム依存性プロテアーゼに対する神経フィラメントHの感受性を高めます（類似性による）。皮膚のケラチンネットワークの調節にも機能する可能性がある。MAPKおよびElk-1シグナル伝達経路を活性化する。,PTM：リン酸化。GRK5によるリン酸化は、他のキナーゼによってリン酸化される残基とは異なる残基上で起こると考えられる。,類似性：シヌクレインファミリーに属する。,細胞内局在：いくつかの間期細胞では中心体と関連している。有糸分裂細胞では、紡錘体の極に局在する。,サブユニット：中心体関連タンパク質である可能性がある。,組織特異性：脳、特に黒質で高発現している。また、脳梁、心臓、骨格筋、卵巣、精巣、結腸、脾臓でも発現している。膵臓、腎臓、肺では弱い発現を示す。,
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	シヌクレインガンマ抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	シヌクレインガンマ抗体を用いたHT29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	シヌクレインγポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

